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資料提供 

 

 

琵琶湖北湖第一湖盆における底層溶存酸素量（底層ＤＯ）の回復状況について 

  
琵琶湖北湖の第一湖盆（水深約 90ｍ）の水域における底層ＤＯは、３月 23 日

時点で 8.5mg/L ～9.3mg/L となっており、昨年３月末時点の底層ＤＯよりは回

復している状況です。（図３参照） 

しかしながら、例年冬に見られる全層循環による回復（概ね底層ＤＯ10mg/L 程

度）にまでは至っておらず、既に琵琶湖表層の水温が徐々に上昇して水温躍層
やくそう

が

形成され始めており、琵琶湖北湖の第一湖盆における全層循環が、２年連続で確

認できませんでした。 

そのため県では、今後も引き続き、琵琶湖北湖の底層ＤＯの推移について注視

していきます。 

 

 

図１ Ｃ点（今津沖中央）の底層ＤＯ経月変動 
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【参考】 

 北湖では、例年春季から初冬にかけて水温躍層が形成され、上層と下層の水の

対流がなくなるため、底層ＤＯが低下し、晩秋に最も低くなります。その後、冬

の水温低下と季節風の影響により、徐々に全層循環が起こり、表層から底層で水

温やＤＯなどの水質が一様となります。北湖今津沖の第一湖盆（水深約 90m）で

は、例年２月上旬から中旬にかけて、全層循環が確認されています。 

 

１ 調査地点および調査結果 

（１）調査地点 

 

滋賀県（琵琶湖環境科学研究センター）では、今津沖第一湖盆中央および周

囲の７地点で水質調査をおこなっています。（Ｃ、Ｌ点：定期調査地点 Ａ、

Ｂ、Ｄ、Ｅ、Ｆ点：補足調査地点） 

Ｃ点については昭和 54 年から、その他の地点については平成 19 年から水質

測定をおこなっています。 

 

 

（２）調査結果 

表１ 各地点の底層ＤＯ調査結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すいおんやくそう 

単位：ｍｇ/Ｌ

調査日

調査地点 12/4 12/9 12/16 12/23 1/6 1/14 1/20 1/29 2/3 2/10 2/17 2/21 3/2 3/9 3/17 3/23

Ａ 1.9 1 .9 1 .3 1 .8 2.5 2.1 1 .8 中止 2.7 1.6 中止 9.9 7.0 5.6 9.1 9.0

Ｂ 3.5 2.5 1 .8 1 .4 2.1 2.7 2.3 中止 1.5 1.6 中止 4.6 5.2 9.5 9.6 8.6

Ｃ（今津沖中央） 3.7 2.4 1 .9 1 .9 2.1 2.7 3.2 2.0 2.4 9.6 4.2 2.2 9.6 8.1 8.8 8.5

Ｄ 2.8 1 .9 1 .6 3.1 2.2 2.1 1 .8 中止 3.0 1.6 中止 8.9 5.9 7.1 9.2 9.3

Ｅ 2.0 2.7 1 .8 2.1 2.7 2.3 1 .9 中止 1.5 9.6 中止 3.9 4.2 9.6 9.0 8.9

Ｆ 1.5 1 .7 1 .8 2.2 3.0 2.7 2.5 中止 1.4 7.1 中止 5.3 5.4 10.1 8.9 8.9

Ｌ(第１湖盆中央） 2.7 2.7 2.7 1 .3 2.0 2.4 1 .8 1 .5 1 .7 2.5 2.2 3.5 4.6 9.8 9.1 8.7

1/29 A、B、D、E、F：強風のため中止 2/17 A、B、D、E、F：強風等のため中止

2月12月 1月 3月
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図２ Ｃ点（今津沖中央）とＬ点（第一湖盆中央）における 

    深度別ＤＯおよび水温の状況（令和 2 年 3 月 23 日調査分） 

 

 
図３ 北湖第一湖盆における湖底直上１ｍのＤＯの変動 

 

水温躍層 
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２ 要因と今後の予定等 

（１）北湖第一湖盆における全層循環未確認の要因 

 夏以降の気温が平年より高かったことが主な要因。 

 夏以降、表層の水温が下がりにくく、表層と底層の水温差が縮まらず、

混ざりにくい状況であった。 

 

（２）令和２年度の予定 

 令和２年度公共用水域・地下水水質測定計画に基づき、底層ＤＯの定

期的な調査を実施するとともに、補足的に追加して底層ＤＯのモニタ

リング調査を行う（琵琶湖環境科学研究センター）。 

 底層ＤＯの調査結果は、県ＨＰ「今日の琵琶湖」および琵琶湖環境科学

研究センターＨＰに掲載する。 

 また、ＲＯＶ（水中ロボット）による生物生息調査を実施する。 

 


